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③高子ちゃん

④萩男差やん
の

登校日記

③
「
今
度
『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
』
が
で
き
た

ん
だ
っ
て
。
萩
男
ち
ゃ
ん
知
っ
て
た
」

④
「
う
ん
、
知
っ
て
た
よ
。
だ
っ
て
学
校
へ
行

く
通
り
の
お
店
に
か
わ
い
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が

は
っ
て
あ
る
の
を
見
た
も
の
。
で
も
、
そ
れ

が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

ん
だ
」

③
「
そ
れ
は
ね
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
危
険
な
こ

と
を
さ
れ
た
り
、
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

こ
こ
に
逃
げ
込
ん
で
く
だ
さ
い
と
知
ら
せ
て

昨
年
の
神
戸
で
起
き
た
中
学
生
に
よ
る
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事

件
以
来
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
で
も
「
子
ど
も
が
見
知
ら

ぬ
人
に
車
内
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
」
、
「
幼
稚
園
に
子

ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た
お
母
さ
ん
が
刃
物
を
持
っ
た
男
に
脅
さ

れ
た
」
な
ど
、
子
ど
も
や
婦
人
を
ね
ら
っ
た
変
質
者
と
思
わ
れ

る
人
物
の
犯
罪
が
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
萩
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止

し
、
登
下
校
時
や
普
段
の
生
活
の
中
で
変
質
者
な
ど
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
昨
年
一
二
月
に
『
子
ど
も
防
犯
連
絡

所
』
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
登
下
校
時
や
放
課
後
、
休
日
な
ど
に
変
質
者
と
思

わ
れ
る
人
物
な
ど
か
ら
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
た
り
、
あ
る
い

は
受
け
そ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
緊
急
に
一
時
避
難
す
る
場
所

と
し
て
同
連
絡
所
に
駆
け
込
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
万
が
一
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
駆
け

込
ま
れ
た
家
の
人
は
、
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
直
ち
に

子
ど
も
た
ち
の
緊
急
避
難
場
所

地
域
の
協
力
で
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
ま
す
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い
る
目
印
な
の
よ
。
私
た
ち
の
通
っ
て
い
る

高
萩
小
学
校
の
通
学
路
に
作
っ
た
も
の
な
ん

だ
っ
て
」

④
重
覺
子
ち
ゃ
ん
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
ん
だ

ね
。
そ
う
い
え
ば
、
変
な
お
じ
さ
ん
に
車
に

押
し
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
小
学
生
が
い
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
。
そ
ん

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
本
当
に
こ
わ
い
ね
」

ｅ
「
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ち
の
み
ん
な

が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
も
の
な
の
。
こ
の
ま

ち
に
住
ん
で
い
る
人
が
み
ん
な
で
、
わ
た
し

た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
よ
」

⑧
「
そ
う
か
、
よ
く
わ
か
っ
た
よ
。
そ
う
考
え

る
と
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
ま
ち
か
ら
悪
い

人
を
追
い
出
す
お
札
の
よ
う
に
み
え
る
ね
。

ぼ
く
た
ち
に
と
っ
て
は
心
強
い
味
方
だ
ね
』

鑿
謹
鐘
麓
醗
醗
鰹
懸
懸
蕊
蕊

！
》

蕊
譲
醗
黙
蝿
鐸
識
泌
譲
辨
識
繊
識
鐸
鶏

鍵鍵

蕊蕊蕊蕊蕊 鍾議

高萩小学校PTA会長

沼田裕一さん
（春日町）

警
察
署
と
学
校
へ
そ
の
状
況
を
連
絡
し
、
警
察
署
で
は
迅
速
な

対
応
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
現
実
的
な
役
割
以
上
に
、
地
域
の
み
な
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
変
質
者
な
ど
の
犯
罪
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
き

な
ね
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
萩
小
学
校
学
区
内
に
八
八
か
所

全
市
的
な
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

今
回
は
高
萩
小
学
校
の
通
学
路
を
中
心
に
、
学
区
内
の
店
舗

や
民
家
な
ど
八
八
か
所
（
平
成
一
○
年
一
月
二
○
日
現
在
）
を

『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
」
と
し
て
指
定
。
同
連
絡
所
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
目
に
触
れ
や
す
い
よ
う
に
店
舗
で
は
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
の
ガ
ラ
ス
に
、
ま
た
民
家
で
は
、
塀
や
門
の
周
辺
に
目

印
と
な
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を
張
り
付
け
ま
し
た
。

こ
の
『
子
ど
も
防
犯
連
絡
所
』
の
依
頼
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
子
ど
も
会
関
係
者
が
、
ま
た
ス
テ
ッ
カ
ー
の
掲
示
に
つ
い

ー

地域のみなさんで、

子どもたちを温かく見守っていきたいですね。

社会の変化に対応してPTAの役割も変わって

きています。そのように考えると、今回の「子ど

も防犯連絡所」の設置は、 PTAに対する時代の

要請だったと思っています。今後は市PTA連絡

協議会をとおして、この試みが市内全域に広がる

よう努力していきたいと考えています。そして、

これをきっかけに地域のみなさんが協力して、子

どもたちを温かく見守っていけるような環境を

作っていきたいですね。

ー

高萩警察署

生活安全課長

深川仁志さん 子ども防犯連絡所

て
は
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
関
係
者
が
行
う
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中

心
に
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
連
絡
所
の
設
置
は
、
高
萩
小
学
校
で
取
り
組
ん
だ
も
の

で
す
が
、
こ
の
地
域
は
休
日
な
ど
に
は
学
区
外
の
子
ど
も
た
ち

も
た
く
さ
ん
集
ま
る
市
街
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
内

容
に
つ
い
て
、
市
内
の
各
小
・
中
学
校
を
通
し
て
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
周
知
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
て
、
こ
の
試
み
が
市
内

全
域
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

『 鐸． 地域の安全を守る主体は、

そこに住んでいる住民のみなさんです。

昨年、兵庫県や奈良県で発生した小学生や中学

生など年少者が被害となった殺人事件は、その事

件の特異性や、生活の身近な部分からの発生とい

うことで社会に大きな衝撃を与えました。 「隣り

の人はなにする人ぞ」という社会環境がこのよう

な事件を誘発するという意見もある中、地域ぐる

みで子どもたちの安全を確保するという今回の試

みは、地域の住民一人ひとりが主体となり、自分

たちの手で地域の安全を守るという点でとても効

果があると思います。警察署としても最大限に支

援していきたいと考えています。

高萩警察署
1m24－01 10

塞麟小窪・声鞍小学校PTA

『子ども防犯連絡所」のステ

ッカー。子どもを守るように

両親が描かれています。これ

は、高萩小学校の三代博紀先

生がデザインしました。
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申 が始まりますの
今年もまた、市・県民税の申告と所得税の確定申告の時期にな

りました。申告期間は、 2月16日(月)から3月16日（月）までの1

か月間です。所得税の確定申告は、 日立税務署で受け付けますが、

この期間に限り、市役所の税務課でも受け付けています。

また、例年、申告終了日が間近になると、窓口が大変混雑しま

す。長時間お待ちいただくうえ、落ち着いて相談できなかったり

しますので、できるだけお早めに申告を済ませてください。

申告期間は

月126日旧)‐3月16日侶）
医夛言字〒胃〒房声
鱒･ ’' 、､､鋒；； j､ ,蕊

濁飼圃間泡鬮です
市
・
県
民
税
の
申
告
は

市・県民税の申告書は、次の日

程に合わせて税務課からみなさん

に、直接郵送します。申告害は、

前年の課税をもとに、申告が必要

と思われるみなさんに郵送します。

◆午前10時から午後3時まで◆

今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内
に
居

住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
次
の
内
容
に
該
当
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
、
送
ら
れ
て
き

た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
地
代
や
家

賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人
。

■
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
（
給
与
支
払

者
）
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

出
さ
れ
て
い
な
い
人
。
（
こ
の
場
合
は
、

本
人
が
直
接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

申
告
が
必
要
な
人

市
役
所
税
務
課
へ
・
・
・

冠
翠
‐
２
１
１
１
内
線
２
０
３

巴二

とき隠鴦録蕊#ところ蕊

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

高戸集会所

2月

17日

(火）

上手綱生活改善センター

秋山中集落センター

大能生活改善センター

日
１
８
水

１

、

山手集落センター

中戸川公民館

横川生活改善センター

狛
和
１
く

口
申
告
害
。
（
住
所
、
氏
名
、
扶
養
家
族
な
ど

を
記
入
す
る
こ
と
）

口
印
鑑
。

口
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
や
書
類
。

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

口
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民

年
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
な
ど

の
領
収
書
や
支
払
い
証
明
書
。

申
告
に
用
意
す
る
も
の

■
給
与
所
得
者
で
、
年
の
途
中
で
退
職
し
た

人
。
（
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら
源
泉
徴
収
票

を
い
た
だ
い
て
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

■
平
成
九
年
中
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
受

け
な
い
で
、
賃
金
な
ど
の
支
払
い
を
受
け

た
人
。
（
そ
の
内
容
の
わ
か
る
も
の
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
）

■
住
所
地
の
県
共
同
募
金
会
や
日
本
赤
十
字

社
な
ど
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る
寄
付
を

し
て
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
人
。
ま
た
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
。
（
そ
の
内
容

の
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
）

石滝公民館

安良川公民館

20日

(今）

関口集会所

行人塚集会所

秋山南集会所

島名多目的研修会館

赤浜田園都市センター

23日

（月）

24日

(火）

ここ

龍|礁窯ｾﾝﾀｰ
秋山下生活改善センター

松岡地区公民館

若栗公民館

26日

(木沁

27日

(金)
有明町集会所

北組センター
申
告
を
も
と
に
算
出
し
た
市
・
県
民
税
は
、

六
月
以
降
か
ら
四
回
に
分
け
て
（
普
通
徴
収
）

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
場
合
は
、
’
二
回
に
分
け
て

六
月
以
降
の
給
料
か
ら
毎
月
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
特
別
減
税
が
実
施

さ
れ
た
場
合
は
、
｜
｜
回
に
分
け
て
七
月
か

ら
に
な
り
ま
す
）

申
告
を
も
と
に
、
平
成
一
○
年
度
の

市
・
県
民
税
の
税
額
を
決
め
ま
す

口
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療
費
を

支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
書
類
。
寝
た

き
り
老
人
な
ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
。

．:蕊〈誤馨彗一萱i患帛奎

臓卿魎嗣胴罰税理士の

関東信越税理士日立支部では、

所得税確定申告のための無料相談

を行いますので、ご利用ください。

[期日］ 2月26日（木）
［時間］ 午前9時30分から午後

4時まで

［会場］ 中央公民館
欺
齢
競
○
鹸
唖
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